
授業科目名 担当講師名 対象学年 

公衆衛生学 郡山 千早 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義 １（１５） ２年生教室    集中講義  不定期 

実務経験 本科目は、医師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 社会や環境から人間の健康に及ぼす影響と健康の保持・増進に向けた対策 

到達目標 
人間が健康な生活を維持、増進するための諸条件と社会における組織的な

保健活動を理解する 
事前学習  

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 公衆衛生一般  タバコの害について 

２ 国の健康増進・保健活動の統計 

３ がん予防取り組み 

４ 
公衆衛生と国際化 
・新型インフルエンザについて 感染症対策 

５ 
社会保障と地域保健 
 ・結核について 

６ 
母子保健 
 ・健やか健康２１ 
 ・子育てと家族 

７ 
成人・老人保健 
 ・老人保健法と介護保険法 
 ・生活機能と保健活動 

８ 終講試験 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座 専門基礎 公衆衛生 医学書院 
国民衛生の動向 財団法人 厚生統計協会 
パソコン プロジェクター                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


